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その他のタイトル An Annual Report on the Evaluation Committee








裂できるグローバノレ・リーダーの育を|豆l ることを i守的としている。 I}~ l;.h初年j支である土ILJ& 26年度は
全から 56 佼がとされ、本校もそのひとつとなった口本稿は SGH 実Jilli初年度に研究:ftí~進安員会が
活動を1J"った概要である。







































進委員会j が fSGH評価委員会Jとして SGHの評
価活動を実施することになった。その構成は研-究













































































































成したD 質問項自は言十 48項目、 5件法からなる。

























































































































































































(1) 1=11寺 平成 26年 11月 12日
"-' 15: 40 
(2)場所 筑波大学附属学校教育局
(3)出席者(敬称略)
運営指導委員 福 Il!!~ 司、染谷忠彦、福原正大、
M. Iqbal Djawad、Maidiwarsd、
Agus Justianto、HeriantiPorsi Simarmata 












































(2)時期と参加人数 8月に 3週間 本校生徒 8名






























































































































































































Tablc 1塑際フィー ノレドワー ク!iiH去における11際的資質J(!.主的犯i主税制監
弓'\~íj l<i也
" 平比}悦 (SD) 司ζ~)ip'( (SD) 
拠λ化・ 1'1昌ぇiヒPJ!解
外Il'l人へ的事<ttJ位 3.68 (0.75) 3.93 (0.12) 
I'lliI耳目前 4.64 (0.63) 4.43 (0.53) 
事Jど{ヒ梓if( 3.54 (0.41) 3.54 (0.25) 
外|誼xitへの興味関心 3.05 (0.36) 3.05 (0.59) 
外国il能))
英iliJ 3.21 (1.07) 3.21 (1.19) 
他者理!解 4.05 (0.40) 4.38 (0.40) 
"y.lj"ー ション 3.86 (0.24) 3.57 (0.67) 
興nA、関心 1.57 (0.63) 1.67 (0.38) 
i患者とのlal司的1首脳解決能)) 4.13 (0.26) 4.29 (0.28) 





i 外ILJ人と I:!あり L1こくなし、 ※ 1.00 (000) 1.14 (0.3X) 
いろいろなIFlu)人fこじと知り介いになるの付決しい 4.2リ ( 1.50) 4.X6 (0.3X) 
多くの外1];[人とJx.j主になりたL、とJどう 4.43 (1.51 ) 4.X6 (0.3X) 
1:身11によって{七位(こλ'があってむやむをえないと思う ※ 2.14 ( 1.6X) Ul6 ( 1.07) 
行しいiτ! の人なら(芝、，~: ~とが'I!引はされることがあってもやむをえない ※ 1.71 (0‘95) 1.00 (000) 
ある民的、がほ均、のiニ(jj宮、よりすJっていると考えてはいけないと!どう 4.16 (0.31) 5.00 (0.00) 
7 外 llil で起きたいくつカ、ωJfi~'~ i'J(J'Jl j'j:について;lJ'しく説明できる V，6 (0.6リ) 3.00 (0).:2) 
X. 1:界のー iーな宗教の特色を枕iり|できない ※ 2.43 (0.9民) 2.43 (0.98) 
9 タトI1!Iで伯作[Jされている宗教をいくつ均、挙げることができる 4.43 (0.53) 4.57 (053) 
10. 11 ;1(の仏、統 ú''J WI ↑討を並\~Iできる 3.86 (0り0) 3.71 (O.7o) 
1. 1 ;1((ゴす一ばらしし、l主1ごと目、う 4.71 (0.49) 4.43 (053) 
12. 1本人であることを守りにjιぅ 4.57 (079) 4.43 (0.79) 
13. ilj外にわったら、 j位7l:U)人的評↑1'に触れたl、と lJ_1、う 5.00 (000) 4.Ro (038) 
14. 外IIéIωμ統文化を ~:{~1t するような1K=X:ll I:] 凡ない ¥父・/、ご 1.71 (0.49) I.X6 (1 (7) 
15. IJl界にどのよ〕な宗教がある治、)Jりたい 4.00 ( 1.(0) 4.14 (1.21 ) 
16. 1本ω1'¥1' U)文化や!!?ー らとをもっと )Jりたい 4.29 (076) 4.8o (03X) 
17. I! *u)i1\料な~l.'lm を )~!.ll(こし jこし、 4.43 () 53) 4.57 (0.53) 
!日 外mlの文化をJ"!向干したいとは、担、わない 父¥・/、ー 1.00 (000) 1.00 (0.00) 
19. y(なる文化に触れることは、興味il\~l 、体験だと.I.l}、う 4.57 (0.79) 4.86 (03自)
20. -;をIi~l に比!:~;iL ö .jg(I'1ωWl tl'tを的取したい 4.43 (079) 5.00 (0.00) 
21 主，1liなど的外!日訴でおかれた新1Hや利i誌が読める 3.14 (0.90) 3.00 ( 1.29) 
22. t'!分の，c';'l 、 jこいことを了 v~ ，1hなどの外出品で表JJ/_できる 3.29 ( 1.3X) 3.43 ( 1.13) 
23 外国人ヵ、ら災，~N で'"日し 1) 、けられたとき、午与えることができない ※ 2.X6 (107) 3.57 (0り8)
24 外!:tJ，ilfで1!川、れたがilflや紛争誌にWI心がない ※ 1.71 (1.11) 2.00 (1.00) 
25 今j長、外!日前杉uど UG1合、仏検、 γOEFL、TOEICなど)を交出会しようと (;i:)巴わない ※ 1.71 (076) Ul6 ( 1.46) 
26. /汁去、さまざまな11のをとjとぶ7.¥I:J、必い ※ 1.29 (0.49) 1.14 (0.38) 
27. 1:1 分ω広~~をさらんとトリJ~できる 3.57 (0.53) 3.43 (0.79) 
28. Iil!人の芯凡をIlfIける 4.14 (03時) 400 (0.00) 
29. Iと!分の考えと iでなる人にj，~1 して、 1'分のl;(!:Yt_を行える 4.14 (O.3S) 371 (076) 
30. (il!人のな見と 1'分の忠弘との十Ilj主がjコかる 4.00 (05X) 4.43 (0.53) 
31 十Hニ:rの気j:.!fらを月!!向干しようとする 4.14 (038) 4.57 (0.53) 
32. ，(!+~以外の手段でも j:II.T二の矢(H' ち力、わ泊、る 3.ii6 ( 1.21) 4.57 (0.79) 
33. J出J+iJ，;l暖化を|り51するために、みんなで勿力をしてl、きたい 4.29 (0.49) 4.71 (0.49) 
34. \U:W'I正午\\U)紛 H，'に I~!.I 心がない ※ 1.00 (()()()) 1.29 (0.76) 
35 従来:物による IJí~ ・ 7J\ • )~7.(の判決状況について ):11 りたい 3.71 (1.11) 4.43 (0.53) 
36. I~I 分のド\1 をきれいにするように労力するのは大切だ 4.57 (0.53) 4.X6 (OJX) 
37. 1止持の I~I 然そヤJ'るために爪似l している機関をぷw したい 4.57 ((53) 4.71 (0.49) 
38 開発途上国の了どもたちが教育の機会に忠まれるよう.kWしていきたい 5.00 (000) 4.86 (0.38) 
39 凶ったときに訴し介って、アイデア{i:rl")そうと思う 4.71 (049) 4.86 (O.38) 
40. 1~1 分と辺:比べ主文化の-，LlfJ"1lが jもなる人と協力できる 4.86 (O.3S) 4.57 (0.79) 
41. 1主l艇に引:ば1¥しても、人と協力して問題解決に取り組む 4.43 (053) 4.57 (0.53) 
42 共通ωllil組を解決するためには、 i当分の立見がi必らなくても納符できる 4.14 (0.6リ) 4.00 (0.58) 
43‘海外へまfこ行きたし、 4.71 (076) 500 (0.00) 
44，将米、結ft¥干松平としてn本人以外の国の人を@ぶことがある 4.00 (115) 3.29 (0.95) 
45. :1寺井三、 l ， iliJ\(として外 ITII 人と iüJ~をしたい 5.00 (0.00) 4.71 (049) 
46 外国人は、 1;分の11にが7り在持っている 4.57 (053) 4.14 (0.90) 
47. !R:l-f以外の外国初をこf:びたい 4.71 (0.49) 5.00 (0.00) 
48. [iij"FtW(lの外国人が話せるf'U立に1;分も災誌を話せるようになりたい 5.00 (000) 5.00 (O.O() 
49 海外経験を経て、 Il本にいる外国人に話しかけやすくなった 3.57 (0.98) 4.29 (0.76) 
※は逆転J'iI'j
女ウィルコクソンの符号付き順位検定の結果、 49項目において得点に有意差は認められず。
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